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○大ホール
オーケストラピットを備え、本
格的なバレエ、コンサートや講
演会など幅広く対応可能です。
・固定席1,530席
　　１階席／1,002席
　　２階席／274席
　　３階席／254席

○小ホール
小編成の音楽活動や演劇、また講演会などに適
しています。
・固定席320席
　（１階席288席、バルコニー席32席）

○大スタジオ
練習利用だけでなく、演劇などの公演に利用いただけます。
・床面積250㎡

○スタジオ１～４
軽音楽やダンスの練習などに利用い
ただけます。
・床面積約20㎡

シリーズ

Vol.19交流・文化施設

○中スタジオ
合唱などの音楽練習などに利用可能
な防音仕様になっています。
・床面積約50㎡

○多目的ルーム
各種イベント（展示会、講演会ほか）
に対応するため、可動間仕切壁を装
備しています。
・床面積約170㎡
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10
月
２
日
㈭

「
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
」の
拠
点
施
設

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
が
オ
ー
プ
ン

施
設
内
部
を
紹
介
し
ま
す

○企画展示室
文化庁公開承認施設グ
レードを確保（国宝など
の展示も可能）。
・床面積424㎡

○子どもアトリエ
十分な広さを確保し、子
どもたちの感性を最大限
引き出します。
・床面積156㎡

○常設展示室
山本鼎をはじめ、郷土
作家の作品を展示しま
す。
・床面積274㎡

○交流芝生広場
広々とした芝生広場と親水施設を設け、大勢
の市民の皆さんの憩いの場とします

　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
、
あ
と
１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
完
成
し
た
施
設
内

　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
、
あ
と
１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
完
成
し
た
施
設
内

部
の
様
子
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

部
の
様
子
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
新
た
な
上
田
市
の
文
化
を
育
む
拠
点
施
設
と
し
て
、
様
々

　

こ
れ
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
新
た
な
上
田
市
の
文
化
を
育
む
拠
点
施
設
と
し
て
、
様
々

な
取
組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
取
組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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仲
な か

道
み ち

郁
い く

代
よ

ピアノ開きコンサート
　サントミューゼのピアノ選定者である、ピアニスト仲道郁代さんによる３台の
ピアノ弾き比べコンサートを開催します。
日　時 　10月18日㈯　14：00～
場　所 　サントミューゼ大ホール
入場料 　3,500円（税込・全席指定）
 ※25歳以下は半額（サントミューゼ窓口のみの販売。要身分証明書）
チケット 　サントミューゼ窓口、平安堂（上田店・上田しおだ野店）、チケットぴあ、
（販売中） ローソンチケット各種取扱あり

サントミューゼのピアノ紹介

　数ある楽器の中でも、ピアノは全国の文化ホールに必ずといっていいほど置いてある楽器で、ホールの顔でもあります。サ
ントミューゼに配備された３台のピアノを紹介します。
　ピアノ選定には、芸術家ふれあい事業・ピアノ開きコンサートのピアニストである仲道郁代さんに協力いただき、各ホール
に合ったピアノを設置することができました。特にスタインウェイの２台は、同じ型番であっても、ピアノの個体差（個性）に
より発せられる音色が異なることから、大ホール、小ホールそれぞれに合ったピアノを選定いただきました。
　ピアノ開きコンサートでは、３台のピアノを大ホールに並べ、それぞれが奏でる音の違いをお楽しみいただきます。

　世界主要ホールの９
割以上で使用されてい
るワールド・スタン
ダードモデル。圧倒的
な響き、比類なき音色
と評価され、クラシッ
クをはじめ幅広いジャ
ンルの演奏家から絶賛
されています。

　クリアで美しい音色
を、伸びのある、歌う
ような響きで奏でるこ
とができ、大きいホー
ルでも、ホールの隅々
まで響き渡る堂々とし
た存在感を持ったピア
ノです。

スタインウェイ（D-274）
Steinway & Sons
２台／大ホール、小ホール

ヤマハ（CFX）
YAMAHA
１台／大ホール

ⒸKiyotaka Saito

　サントミューゼ小ホールで出演者が順番に１曲ずつ演奏し、
一人ずつコメントやアドバイスが受けられます。
〈ヴァイオリン編〉
日　時 　11月２日㈰　13：00～
講　師 　中澤きみ子氏　　　　　 定　員 　10名程度

〈ピアノ編〉
日　時 　11月24日（月・祝）　13：00～
講　師 　仲道郁代氏　　　　　　 定　員 　20名程度

〈共通〉
参加費 　無料
対　象 　市内在住・在学の４～18歳の方
申し込み 　応募用紙に必要事項を記入の上、200字程度の作

文を添えて、９月30日㈫午後５時までに、サント
ミューゼへ（詳細は問い合わせください）。

小ホールこけら落とし

未来のヴァイオリニスト/ピアニスト・リサイタル出演者募集

ⒸKiyotaka Saito
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Ｑ　

ピ
ア
ノ
の
語
源
は
？

Ａ　
「
ピ
ア
ノ
」と
い
う
名
前
は「
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
」

の
略
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
鍵
盤
楽
器
は
、
音
量

が
小
さ
過
ぎ
た
り
、
音
量
の
調
整
が
効
か
な

か
っ
た
り
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

ピ
ア
ノ
の
登
場
に
よ
り
、
弱
音（
ピ
ア
ノ
）か
ら

強
音（
フ
ォ
ル
テ
）ま
で
音
量
を
自
在
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
鍵
盤
楽
器
が
登
場
し
、
音
楽
表

現
力
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

Ｑ　

調
律
師
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
す
か
？

Ａ　

ピ
ア
ノ
が
演
奏
者
と
一
体
に
な
れ
る
よ
う
音
を

作
っ
て
い
く
仕
事
で
す
。
他
の
楽
器
と
は
異
な

り
、
音
合
わ
せ
だ
け
で
も
１
時
間
以
上
か
か
る

な
ど
、高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

数
年
か
け
て
専
門
の
訓
練
を
経
た
上
で
調
律
師

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ　

音
を
つ
く
る
と
は
？

Ａ　

美
し
く
澄
ん
だ
弱
音
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
も

負
け
な
い
程
の
強
音
ま
で
彩
り
豊
か
な
表
現
力

を
実
現
す
る
た
め
に
、
鍵
盤
か
ら
弦
を
叩た
た

く
ハ

ン
マ
ー
に
至
る
機
械
部
分
の
調
整
、
弦
を
叩
く

ハ
ン
マ
ー
の
硬
さ
調
整
、
音
合
わ
せ（
調
律
）、

ペ
ダ
ル
機
構
な
ど
、
全
て
の
要
素
が
完
全
に
機

能
す
る
こ
と
が「
音
づ
く
り
」で
す
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
音
を
調
整
し
ま
す
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に
音
に

反
映
さ
せ
る
か
が
腕
の
見
せ
所
で
す
。

Ｑ　

家
庭
の
ピ
ア
ノ
を
長
く
使
っ
て
い
く
た
め
の
注

意
点
は
？

Ａ　

設
置
場
所
の
環
境
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
非
常
に
重
要
で
す
。
温
度
、
湿
度
の
変
化
が

穏
や
か
で
、
で
き
る
だ
け
高
温
多
湿
に
な
る
場

所
を
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
半
年
〜
一
年
に
一

度
）を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ピ
ア
ノ
の
状
態
を

確
認
、
修
正
し
、
ま
た
、
ほ
こ
り
や
異
物
な
ど

の
除
去
を
行
う
こ
と
で
状
態
が
安
定
し
、
そ
の

結
果
、
ピ
ア
ノ
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

ホールとピアノ
　ピアノは演奏者が持ち運べる楽器ではないため、ピアニストは演奏場所にあるピアノを使用しなければなりま
せん。ピアノが「ホールの顔」であると言われるのはこのためです。
　クラシックやジャズなどのコンサートを行う前には、必ず、そのコンサートに合った音色を出せるよう、「調律」
という作業が行われます。今回はその調律について紹介します。

豆知識

ピアノ調律師による楽器構造ワークショップ
ピアノ調律師をお迎えし、普段はなかなか見ることのないピアノの内部を紹介していただきます。
楽器が好きな方、内部機構に興味のある方、職人の仕事を間近で見たい方などの応募をお待ちしています。
日　時 　10月17日㈮　14：00～　　 場　所 　サントミューゼ大ホール舞台上
内　容 　ピアノの魅力/構造紹介/メンテナンスアドバイスなど
定　員 　先着40名　　　　　　　　 申し込み 　９月８日㈪午前９時以降、電話でサントミューゼへ。

　サントミューゼ　TEL27・2000
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開館記念特別展

　山本鼎のすべて

　

山や
ま

本も
と

鼎か
な
え（
１
８
８
２

－

１
９
４
６
）は
、
創

作
版
画
の
提
唱
者
、
さ
ら
に
は
児
童
自
由
画

教
育
運
動
・
農
民
美
術
運
動
の
推
進
者
と
し

て
知
ら
れ
る
洋
画
家
で
す
。
彼
は
青
年
時
代

に
彫
版
職
人
か
ら
創
作
版
画
家
へ
と
転
身
、

後
に
欧
州
留
学
を
経
て〝
自
分
が
直
接
感
じ

た
も
の
が
尊
い
〞と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る

「
あ
る
確
信
」に
到
達
し
ま
す
。
そ
の
後
、
児

童
自
由
画
教
育
運
動
を
お
こ
し
、
全
国
に
先

駆
け
て
大
正
時
代
の
美
術
教
育
に
新
た
な
風

を
吹
き
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
彼
の
創
作
版
画
の
代
表

作《
漁
夫
》《
ブ
ル
ト
ン
ヌ
》の
ほ
か
、《
水
鳥
》

な
ど
の
農
民
美
術
の
た
め
の
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
画
の
数
々
、
留
学
時
代
の
油
彩
画
代
表
作

《
サ
ー
シ
ャ
》《
自
画
像
》ほ
か
、
彼
の
芸
術
上

の
信
念
を
大
い
に
触
発
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
ら
印

象
派
画
家
た
ち
の
作
品
も
紹
介
し
な
が
ら
、

マ
ル
チ
な
才
能
を
発
揮
し
た
彼
の
姿
を
多
面

的
に
見
て
い
き
ま
す
。

期　間 　10月２日㈭～11月９日㈰（火曜日休館）
開館時間 　9：00～17：00（入館は16：30まで）
　　　　　※10月２日㈭は13：00～17：00
場　所 　市立美術館
観覧料 　一般800円、大学・専門学校生500円（高校生以下無料）
　　　　　※10月２日㈭・３日㈮は無料
【シンポジウム】
期　日 　10月13日（月・祝）　　　 場　所 　多目的ルーム
内　容 　午前の部／「作家としての山本鼎」　10：00～
　　　　　午後の部／「教育者・鼎が追い求めたもの」　13：30～

　市立美術館　TEL27・2300

山本鼎《ブルトンヌ》
大正９（1920）年
千葉市美術館

山本鼎《自画像》大正４（1915）年上田初公開！
ポール・セザンヌ
《ラム酒の瓶のある静物》
1890年頃
ポーラ美術館

「山本鼎のすべて展」は地
域の芸術文化振興のた
め、（一財）自治総合セン
ターから宝くじ助成金を
受けて開催します。
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　７月上旬、ニューオーリンズスタイルジャズというジャンルで活躍中のブラック
ボトムブラスバンドによる、小学校でのワークショップと公民館でのライブが開催
されました。
　ワークショップでは、好きな場所で音楽を聴いてみよう、という問いかけに、床
に寝転んだり椅子の上に立ったり、子どもたちはとても豊かな発想で音楽を楽しん
でいました。
　ライブは大勢のお客さんで一杯になり、メンバーの皆さんは客席のすぐそばまで
演奏に回ったり声を出したりと、小さなお子さんからご高齢の方まで盛り上がり、
アンコールの興奮は最高潮に達した素晴らしい公演となりました。
　芸術家ふれあい事業は、これまでに市内の小学校11校で開催し、音楽を通じて
たくさんの笑顔が生まれています。

BLACK BOTTOM BRASS BAND
（ブラックボトムブラスバンド）

◆
地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

ア
ン
ケ
ー
ト
紹
介

　

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
地
域
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
参
加
者
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
後
も
継
続
し

て
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
ど

う
ぞ
お
出
か
け
下
さ
い
！

・
生
の
声
楽
を
聴
い
た
の
は
初
め
て

で
す
。
本
当
に
感
動
し
ま
し
た

（
70
代
女
性
）

・
最
高
で
し
た
。
観
覧
料
５
０
０
円

は
安
い（
市
内
男
性
）

・
知
っ
て
い
る
曲
が
多
く
と
て
も
楽

し
め
ま
し
た（
市
内
中
学
生
）

・
プ
ロ
の
す
ご
さ
を
知
り
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
か
っ
た（
市
内
女
性
）

・
す
ご
く
近
く
で
聴
け
て
感
動
し
ま

し
た
。
聴
け
て
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す（
市
外
女
性
）

・
一
流
の
演
奏
が
聴
け
て
良
か
っ
た

　
（
30
代
男
性
）

・
こ
ん
な
に
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
は

初
め
て
で
し
た（
市
内
男
性
）

・
会
場
全
体
で
盛
り
上
が
っ
て
最
高

で
し
た（
50
代
女
性
）

・
僕
も
楽
器
を
演
奏
し
た
い

・
迫
力
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

　
（
市
内
学
生
）

芸術家ふれあい事業の感想などをお寄せください。
〒386-0025　天神３-15-15　「サントミューゼ　芸術家ふれあい事業係」宛　※連絡先も記載ください。

　サントミューゼ　TEL27・2000

次回の芸術家ふれあい事業
クァルテット・ソレイユ 弦楽四重奏 ワンコインコンサート
～弦楽の響きに浸る休日～
日　時 　９月27日㈯　15：00～（16：00終演予定）
場　所 　西部公民館
演　目 　アンダーソン／舞踏会の美女
 　ベートーヴェン／弦楽四重奏曲第３番　ほか
入場料 　500円（未就学児の入場可。当日券のみ。中学生以下無料）
※曲目、出演メンバーは変更になる場合があります。

芸術家ふれあい事業in川西・武石地区レポート
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○
幼
保
小
中
の
連
携

　

小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
移
行
期

は
、
新
た
な
環
境
に
適
応
す
る
た
め

の
重
要
な
時
期
で
す
。
大
き
な
環
境

の
変
化
が
原
因
で
心
が
不
安
定
と

な
る
児
童
・
生
徒
が
出
て
き
ま
す
。

「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
※
１
」や「
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
※
２
」と
い
わ
れ
る
問
題
に

対
し
て
、
幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学

校（
幼
保
・
小
）、
小
学
校
と
中
学
校

（
小
・
中
）と
の
相
互
の
連
絡
・
連
携

を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま
す
。

○
幼
保
小
中
の
連
携
に
よ
る

　

ス
ム
ー
ズ
な
接
続

「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」、「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」の
解
消
に
向
け
て
、
連
続
し
た

子
ど
も
の
発
達
を
円
滑
に
支
え
て
い

く
た
め
に
、「
幼
保
・
小
」の
連
携
、

お
よ
び「
小
・
中
」の
連
携
を
進
め
ま

す
。

　
「
幼
保
・
小
」の
連
携
で
は
、
教
師

や
保
育
士
に
よ
る
相
互
の
参
観
や
保

育
体
験
に
加
え
て
、
幼
稚
園
や
保
育

園
の
子
ど
も
の
小
学
校
体
験
入
学
、

　

市
お
よ
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、
将
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
最
重
要
課
題
と
し
て
位

置
づ
け
、
学
校
教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
取

り
組
む
べ
き
具
体
的
な
支
援
策
を「
上
田
市
教
育
支

援
プ
ラ
ン
」と
し
て
ま
と
め
、
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
ご
と
に
学

校
、
地
域
、
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
念
頭
に
、
関
係
者
・
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育
み
、
将
来
の

上
田
市
を
支
え
、
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
く
人
材
を

育
成
す
る
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
そ
の
取
組
の
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

き
め
細
や
か
な
個
に
応
じ
た
指
導

上田市教育支援プラン
推進の取組 Vol.１
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小
学
生
の
総
合
的
な
学
習
、
あ
る
い

は
生
活
科
な
ど
の
学
習
の
中
で
、
子

ど
も
同
士
の
交
流
を
実
現
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
環
境
の
整
っ
た
地
域

を
中
心
に
保
育
士
を
定
期
的
に
小
学

校
に
派
遣
し
、
職
員
間
の
交
流
を
行

う
中
で
、
幼
児
教
育
で
は
小
学
校
に

つ
な
が
る
教
育
を
、
小
学
校
で
は
幼

児
教
育
で
育
ん
だ
力
を
つ
な
い
で
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学
校
入
学
前

後
の
数
か
月
は
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の

た
め
に
大
事
な
時
期
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
幼
稚
園
・
保
育
園
で
は「
ア
プ

ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
※
３
」を
、
小

学
校
で
は「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
※
４
」の
導
入
を
進
め
ま
す
。

　
「
小
・
中
」の
連
携
で
は
、
中
学
校

に
教
員
を
配
置
し
、
連
携
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
学

校
の
先
生
が
小
学
校
に
教
え
に
行
く

な
ど
に
よ
っ
て
、
指
導
方
法
を
研
修

し
合
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学
６
年

生
の
中
学
校
で
の
体
験
学
習
を
進
め

ま
す
。

　

小
学
校
の
５
・
６
学
年
に
は
、
可

能
な
限
り
教
科
担
任
制
を
導
入
し
、

中
学
校
の
生
活
・
学
習
リ
ズ
ム
に
つ

な
が
る
よ
う
に
務
め
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
を
学
級
担
任
一
人
だ
け

で
は
な
い
複
数
の
目
を
通
し
て
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
良
さ

を
見
い
出
し
、
幅
広
い
成
長
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

中学校教員が小学校で授業
（小・中の連携）

　「学力の向上」と「不登校児童生徒対策」の取組と
して、中学校教員が小学校に出向いて授業を行う
ことで、中学進学の不安解消と学習意欲の向上を
図っています。

具体的な取組

保育士を小学校に派遣
（幼保・小の連携）

　保育士が小学校を訪問し、授業参観などを通じ
て教員との交流を図り、情報交換を行っています。

※１　小学校に入学したばかりの１年生の学級におい
て「集団行動がとれない」、「授業中に座っていら
れない」、「教師の話を聞かない」などの常態が継
続し、学級が機能しなくなる状態

※２　小学生から中学１年生になったとたん、学習や
生活の変化になじめずに不登校となったり、いじ
めが急増するという現象

※３　小学校の生活や学習に滑らかに接続できるよう
に、年長児後半において協同的な学びやかかわり
合い、助け合い、伝え合いなどの活動を充実させ
たり、昼寝を中止するなどの環境を工夫したカリ
キュラム

※４　幼児期からのスムーズな移行のために、小学校
入学後の一定期間、朝のスタートを幼児期の生
活に合わせた身体表現やリズム遊びなどを取り
入れ、授業も生活科を中心にするなどとしたカリ
キュラム

※ 上田市教育支援プランは、市ホームページ
でもご覧いただけます。
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「第13回真田幸村
ロマンウオーク」
参加者募集

2014上田城けやき並木紅葉まつり
『紅葉物産展』出展者募集

　普段何気なく通り過ぎている街並み。自分の足
で歩いてみると新たな発見や出会いがあるかもし
れません。この機会に｢豊かな自然の上田市　歴史
ロマンの薫

かお

る道｣を歩いてみませんか！

日時/コース/参加費

日　　　程 時間（受付） コ　　　ー　　　ス 参加費

10月25日㈯
9：00～
（8：00～）

Ｂ 城下町・蚕都めぐりコース（約13km） 一般1,500円
（当日2,000円）
小中学生500円
（当日700円）
未就学児無料

Ｃ 信州の鎌倉・湯けむりコース（約21km）

10月26日㈰
Ａ 真田三代発祥の里コース（約22km）　

Ｄ 上田城・城下町寺社めぐりコース（約11km）

２日間共通
（初心者・ファミリー向け）

9：30～
（8：00～）

Ｅ 真田幸村コース（約４km）
一般500円
中学生以下無料

※少雨決行（荒天時は中止、またはコース変更あり）
※参加費は参加日数に関係なく一律です。
※参加取り消しの場合、参加費は返却できません。
参加資格 　大会の決まり、ウオーキングマナーを守れる方。
申込期限 　10月10日㈮
申込方法 　①参加費を添えて、直接下記、または丸子・真田・武石地域自治センター産業観光課ほかの窓口へ。
　　　　　② 大会パンフレットの郵便振込取扱用紙（各地域自治センター、各公民館などにあり）に必要事項を記

入の上、最寄りの郵便局から。
　　　　　③インターネットのスポーツエントリー（http://www.sportsentry.ne.jp）から。
　　　　　④大会当日、スタート会場で（参加賞がなくなり次第終了）。
　真田幸村ロマンウオーク実行委員会事務局（  観光課内）　TEL23・5408

出展期間 　11月１日㈯～９日㈰午前10時～午後３時(９日間)
　　　　　※11月１日㈯～３日（月・祝）は午前10時～午後５時
出展場所 　上田城跡公園芝生広場（公園管理事務所前）
出展条件 　上田産品、または上田産品を活用した商品、上田の

名産品や特産品となりうる商品の（調理）販売に限り
ます。

　　　　　※条件に合致しない商品の販売はできません。
応募資格 　市内に店舗、または事業所を有し、イベントの開催

趣旨に賛同し、期間中毎日出展可能な方。
ブース数 　８ブース（予定。応募多数時は抽選）／１ブース10㎡
出展形態 　テント販売1,700円／日（別途設備使用料などが必要）
　　　　　※車両(20㎡まで)による販売を希望する方は要相談。
申し込み 　９月19日㈮までに、電話で下記へ。
その他 　出展に際し、行政官庁の許可などが必要な場合は、

各自で所定の手続きを行ってください。
　  商工課　TEL23・5395
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うめ　上田市は「映画のまち」として古い歴史があるのに、なかなか映画監督に
なる人がいませんね。映画監督は子どもの頃からの夢だったの？

つる　うめちゃんと同じ小学校５年生の時にはすでに「監督になる！」と宣言し
ていたの。今思えば、我ながら少し変わった子どもだったな（笑）。

うめ　なぜ映画監督になろうと思ったんですか？
つる　私はとにかく好奇心旺盛で、何でも色々とやりたがる子だったし、映画

を見ることも大好きで、その道へ進めば脚本やら美術やら、自分のやり
たいことが全部できるかもしれないと思って。

うめ　夢がかなうってすごいな！新しい映画も上田ロケ作品と聞いたんです
が、地元での撮影はどうですか？

つる　立場が変わって改めて地域を見直すと、新しい発見が色々あるよ。私は、
自分で映画を撮るようになってから初めて「ロケ地としての上田」を意識
したんだけど、この地域には都会にはない懐かしい空間が多く残されて
いて、本当に魅力があるよね。

うめ　お母さんはFCの写真集を見て感激していました。自分たちが暮らす地
域なのに、まだまだ知らない素敵な場所がいっぱいだって。

つる　だから私たち製作者にとって、FCはとても大きな存在なの。限られた
時間と予算の中で、効率よく撮影場所を探すなら、やっぱりプロの力が
必要になるし。それに市民の皆さんが協力的なのも上田のいいところ。
いつも助けられています。

うめ　うめも頑張って応援します！
つる　ありがとう。映像を通じて、上田の町が世界の人たちの目にふれる。そ

れはとても誇らしいこと。うめちゃんも映画をたくさん見て、地元を盛
り上げてね。

シリーズ第２弾　帰ってきた うめちゃん！⑥
フィルムコミッション（FC）の事務局にやって来た真田うめちゃん。今回
は、上田市出身の映画監督・鶴

つる

岡
おか

慧
けい

子
こ

さんに突撃インタビューです。

鶴岡慧子さんプロフィール
1988年生まれ、菅平高原出身。上田高校、立教大学現代心理学部映像身体学科、東京
藝術大学大学院映像研究科卒業。大学の卒業制作として監督した映画『くじらのまち』で、
第34回ぴあフィルムフェスティバル（PFFアワード）グランプリを受賞。同作品は、ベル
リンや釜

プ

山
サン

をはじめ世界各国の映画祭で上映され、高い評価を得る。
７月にクランクアップした映画『過ぐる日のやまねこ』は、上田が舞台となる鶴岡さんの
最新作にして長編監督デビュー作となり、そのほぼ全篇を市内で撮影。
■上田でのロケ作品
　『くじらのまち』（2012）、『あの電燈』（2014）、『過ぐる日のやまねこ』（2015）

現代心代 理学理 部映像身像 体学科

　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）　TEL23・5408

　９月13日㈯～25日㈭、東京国立近代

美術館フィルムセンターで開催予定の

「第36回ぴあフィルムフェスティバル

（PFF）」。この映画祭のクロージング作

品として、鶴岡慧子監督の『過ぐる日の

やまねこ』がプレミア上映されます。詳

しくはホームページ（http://pff .jp/36th/）

をご覧ください。

「信州上田ロケーションガイドブック（写真集）」絶賛発売中！
　信州上田FCでは、皆さんに地域の魅力を知って
いただこうと、この春「信州上田ロケーションガイ
ドブック」を発行しました。これは、市内に点在す
る魅力的な建物や風景を、FC独自の視点で捉えた
これまでにない写真集です。現在、観光会館１階売
店で好評発売中。数に限りがありますので、お早め
にお求めください。

定価1,200円（2014年４月初版第１刷1,000部発行。A5版／フルカラー／75P）

映画『過ぐる日のやまねこ』
プレミア上映のお知らせ

　第23回PFFスカラシップ作品となる『過ぐ
る日のやまねこ』の製作に際し、個人および
企業・団体の皆様から、259万500円の善意を
お寄せいただきました。支援金は同作品の製
作費として活用させていただきます。ありが
とうございました。

ご支援ありがとうございました!!

演出中の鶴岡さん
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター
TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所

真田氏関連の商標について

商標セミナーを開催します
　本年５月、2016年NHK大河ドラマ「真田丸」の放送が決
定しました。
　大河ドラマの放送は、ドラマの舞台となった地域に大き
な経済効果をもたらすといわれており、観光面だけでなく
幅広い分野に大きなプラス効果が期待されます。
　また、訪れる観光客向けの土産品や商品、食品などの
開発に大きなチャンスが生ずるものと思われることから、
「真田丸」、「六文銭」、「真田幸村」など真田氏に関連する商
標（マーク）を自社商品に使用したい方のために、商標セミ
ナーを開催します。
日　時 　９月19日㈮午後６時～７時30分
場　所 　上田商工会議所５階ホール
内　容 　真田氏に関連する商標について
講　師 　出

で

山
やま

匡
たすく

氏（西浦特許事務所・弁理士）
申し込み 　電話で下記へ。
　上田商工会議所　TEL22・4500
　　（  シティプロ―モーション推進室）

NHK大河ドラマ「真田丸」放送決定の
文言使用について
　大河ドラマの放送決定に伴い、市内の団体や企業の皆さ
んから、文言の使用について問い合わせをいただいていま
す。文言の使用を希望される方は、下記まで相談ください。
　  シティプロモーション推進室　TEL75・2554

催し催し
申請期限は９月30日㈫です

臨時福祉給付金、
子育て世帯臨時
特例給付金の申請は
お済みですか？

　現在、市では「臨時福祉給付金」、「子育て世
帯臨時特例給付金」の申請を受け付けています。
　両給付金の対象と思われる方には、それぞれ
申請書を郵送してありますので、まだ申請され
ていない方は、９月30日㈫までに忘れずに申
請をお願いします。
　なお、申請後、順次審査・支給をしていきま
すが、審査の結果、不支給となる場合もありま
すので、ご承知ください。
　詳しくは、それぞれの給付金担当課に問い合
わせください。
　臨時福祉給付金／臨時福祉給付金担当

　　（  福祉課内）　TEL75・2671
　　子育て世帯臨時特例給付金／
　　  子育て・子育ち支援課　TEL23・5106

お知ら
せ

お知ら
せ

マイマイガが大量発生!!

ご家庭での対策（卵
らん

塊
かい

の除去）をお願いします 。
　今年、「マイマイガ」が様々な場所で例年以上に発生しました。
　「マイマイガ」はおおむね10年周期で大量発生し、終息までに３年かかると言われ
ており、大量発生から数年は、特に注意が必要です。
　マイマイガの生態を理解し、正しく、安全に駆除・除去することで大量発生を防止
しましょう。
　特にこれからの時期は、産み付けられた卵塊が越冬して来年の春先にふ化すること
から、卵を除去する必要があります。皆さんのご協力をお願いします。

○卵の除去方法
　「マイマイガ」の駆除は、卵のうちに除去するか、幼虫時に駆除することが最も効果的
であると言われています。
・ マイマイガは、建物の壁、基礎、エアコン室外機の裏、壁の溝、物陰、樹皮の間や
根元など、見えづらい所にも産卵します。外壁などに付いた卵塊は、柔らかいヘラ
などでそぎ落とし、小袋などに入れて燃えるごみとして処分してください。 

・ ペットボトルを半分に切ったもので、そぎ落とす方法もあります（写真参照）。
・ 成虫や卵塊の駆除などの作業時は、舞い上がった鱗

りん

毛
もう

が目に入ったり、口から吸い込んだりすることを防ぐため、
手袋・ゴーグル・マスクの着用、または水をかけるなど、飛散しにくくしてから行ってください。 

・卵には、薬剤による効果はあまりありません。
　  生活環境課　TEL23・5120

お知ら
せ

お知ら
せ

ペットボトルを利用した卵の駆除
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INFORMATION PICK UP

サントミューゼ開館記念事業

第18回上田城跡能
　今年は、サントミューゼの開館に合わせて開催します。シテ方に観

かん

世
ぜ

喜
よし

之
ゆき

氏、観
かん

世
ぜ

喜
よし

正
まさ

氏、狂言方には野
の

村
むら

萬
まん

斎
さい

氏を迎えます。一流の能楽師による幽玄の世界を、心ゆくまでお
楽しみください。
　なお、本公演の前には能楽を初歩から学べる能楽講座（入場無料）を開催します。お気軽
にご参加ください。
期　日 　11月16日㈰
時　間 　能楽講座／正午～午後０時45分、本公演／午後１時30分～
場　所 　サントミューゼ大ホール
演目/出演者　能「翁

おきな

」／観世喜之・野村萬斎、狂言「三
さんぼんのはしら

本柱」／野村萬斎
　　　　　能「高

たか

砂
さご

」／観世喜正
チケット 　指定S席4,000円、指定A席3,500円、自由席3,000円
販売場所 　平安堂（上田店・上田しおだ野店・長野店・若槻店・更埴店）、サントミューゼ、
 上田市民会館、上田文化会館、丸子文化会館、真田中央公民館、文化振興課、
 イベントナガノ（インターネット販売）
発売開始 　９月10日㈬

◇「浜村家能面コレクション」能面展示
日　時 　10月18日㈯～11月24日（月・祝）午前８時30分～午後５時
場　所 　市立博物館
内　容 　上田市指定文化財「浜村家能面コレクション」のうち、今回の能演目で使用する

能面と同種のものを中心に展示
観覧料 　一般250円、高校生180円、小中学生60円（市内在住の高校生以下は無料）
　　　　　※ 期間中、博物館入口で上田城跡能鑑賞券を提示すると無料でご覧いただけます。
　  文化振興課　TEL23・6361

催し催し

ラグビーワールドカップ2019キャンプ地誘致に向けて

タッチラグビー初心者教室開催
催し催し

　アジアで初めて開催されるラグビーワールドカップ2019に向け
て、市では菅平高原にナショナルチームのキャンプ地誘致活動をし
ています。
　そのキャンプ地誘致活動の一環として、市民の皆さんにラグビー
に親しんで頂くため、タッチラグビー教室を開催します。
　タッチラグビーは、スクラム、接触プレー、タックルの無い初心
者でも楽しめるラグビーです。タッチラグビーを通してラグビーの
楽しさを体験してください。
日　時 　１回目／９月21日㈰、　２回目／９月28日㈰いずれも午前10時～11時30分
場　所 　千曲川市民緑地（上堀芝グラウンド）
対　象 　小学生以上（個人、グループ、家族など）
定　員 　20名程度　　 参加費 　無料
持ち物 　運動靴、運動のできる服装、着替え
申し込み 　それぞれの開催日の２日前までに、電話で下記へ。
　　　　　※受付は平日午前９時～正午のみ。
　上田市タッチラグビー協会（滝沢）　TEL22・3380
　　（  シティプロモーション推進室）

誘致する会ロゴマーク

1313
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お
知
ら
せ

水す
い

痘と
う

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防

接
種
に
加
わ
り
ま
す

●
対
象　

１
〜
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

● 

標
準
的
な
接
種
期
間　

初
回
接
種
／
１

歳
〜
１
歳
３
か
月
未
満
に
１
回
。
追
加

接
種
／
初
回
接
種
終
了
後
、
６
か
月
〜

１
年
の
間
隔
を
お
い
て
１
回
。

● 

経
過
措
置　

平
成
26
年
度（
10
月
１
日

〜
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
）は
、
３

〜
５
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
１

回
。

● 

そ
の
他　

対
象
者
に
は
、
9
月
中
旬
に

市
か
ら
個
別
に
通
知
が
あ
り
ま
す
。
す

で
に
水
痘
に
罹り

患か
ん

し
た
お
子
さ
ん
は
対

象
外
で
す
。
任
意
接
種
を
受
け
た
お
子

さ
ん
は
、
接
種
し
た
回
数
分
の
定
期
接

種
を
受
け
た
と
み
な
し
ま
す
の
で
、
接

種
回
数
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

　
　難

病
医
療
生
活
相
談
会

● 

日
時　

10
月
５
日
㈰
正
午
〜
午
後
５
時

（
予
約
制
）

●
場
所　

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

● 

内
容　

医
療
相
談（
医
師
）、
薬
の
相
談

（
薬
剤
師
）、
リ
ハ
ビ
リ
相
談（
理
学
療

法
士
）、
療
養
・
生
活
相
談（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
相
談
支
援
専
門
員
）、

職
業
・
就
職
相
談（
上
田
公
共
職
業
安

定
所
）、
栄
養
相
談（
管
理
栄
養
士
）、

当
事
者
・
家
族
相
談
な
ど（
長
野
県
難

病
患
者
連
絡
協
議
会
）

●
対
象　

難
病
患
者
・
そ
の
家
族
な
ど

● 

申
し
込
み　

９
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
書
を
郵
送（
〒
３
８
６－

８
５
５
５

　

材
木
町
１－

２－

６　

上
田
保
健
福

祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課
）、
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
・
１
９
７
３
）で
。

　

 

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

　
　
（

健
康
推
進
課
）

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

● 

対
象　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー

●
補
助
額　

１
台
に
つ
き
10
万
円
以
内

●
募
集
定
数　

先
着
５
台

●
申
込
期
限　

平
成
27
年
１
月
30
日
㈮

●
設
置
期
限　

２
月
27
日
㈮

●
対
象　

市
民
、
お
よ
び
市
内
の
事
業
所

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

敬
老
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
、
長

寿
を
祝
福
す
る
た
め
、
お
贈
り
し
ま
す
。

● 

金
額　

88
歳（
大
正
15
年
４
月
１
日
〜

昭
和
２
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
方
）

／
１
万
円
、
99
歳
以
上（
大
正
５
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）／
３
万

円
。
い
ず
れ
も
、
９
月
１
日
現
在
市
内

に
住
所
の
あ
る
方

● 

お
渡
し
方
法　

各
地
域
の
民
生
児
童
委

員
、
高
齢
者
介
護
課
、
ま
た
は
丸
子
・

真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
９
月
中
に
お
贈
り
し
ま
す
。
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

外
国
籍
市
民
の
た
め
の

行
政
相
談
会

●
日
時　

９
月
27
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

● 

内
容　

行
政
相
談（
在
留
資
格
、
国
籍

取
得
な
ど
の
行
政
手
続
き
に
関
わ
る
こ

と
）

●
参
加
費　

無
料（
当
日
の
相
談
に
限
る
）

●
定
員　

４
名（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

● 

申
し
込
み　

９
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会

　
　

TEL
25
・
２
６
３
１

　
　
（

市
民
課
）

ブ
ラ
ジ
ル
移
動
領
事
館

● 

日
時　

９
月
27
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
受
付
は
１
時
ま
で
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

● 
内
容　

出
生
・
婚
姻
・
死
亡
届
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
委
任
状
の
発
行
な
ど

● 

詳
細　

必
要
書
類
な
ど
は
、
在
東
京
ブ

ラ
ジ
ル
総
領
事
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い（
電
話
対
応
不
可
）。

　

在
東
京
ブ
ラ
ジ
ル
総
領
事
館

　
　
（

市
民
課
）

動
物
慰
霊
の
会

●
日
時　

９
月
18
日
㈭
午
後
４
時
〜
５
時

●
場
所　

大
星
斎
場

●
対
象　

ど
な
た
で
も

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

TEL
25
・
７
１
５
３

　
　
（

生
活
環
境
課
）

催　

し

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
っ
て
、

こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ん
だ
！

● 

日
時　

10
月
13
日（
月
・
祝
）午
前
９
時

30
分（
受
付
）〜
午
後
２
時

●
場
所　

市
民
の
森
公
園

● 

内
容　

昼
食
作
り
、
野
外
ゲ
ー
ム
や
技

能
体
験
、
保
護
者
を
対
象
に「
子
ど
も

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
育
つ
の
か
」の
話

● 

対
象　

年
長
児
〜
小
学
４
年
生
と
そ
の

保
護
者

●
定
員　

20
組

● 

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
帽
子
、

雨
具
、
筆
記
用
具
、
軍
手
、
水
分
補
給

用
飲
料
、
タ
オ
ル
、
上
履
き（
雨
天
時
）

● 

申
し
込
み　

９
月
30
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
上
田
第
５
団

　
　
（
宮
下
）　

TEL
22
・
２
３
４
１

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

お
知
ら
せ
／
催
し
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催
し

認
知
症
講
演
会

　

認
知
機
能
を
高
め
、
認
知
症
の
予
防
や

回
復
に
つ
な
げ
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

●
日
時　

10
月
４
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

講
師　

大お
お

武た
け

美み

保ほ

子こ

氏（
千
葉
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
准
教
授
）

● 

演
題　
「
ふ
れ
あ
い
共
想
法
で
認
知
症

予
防
を
」

●
対
象　

市
民

●
定
員　

先
着
１
５
０
名

● 

申
し
込
み　

９
月
５
日
㈮
〜
26
日
㈮

　

 

に
、
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
29
・

４
４
６
０
）で
左
記
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

介
護
者
の
会「
な
の
は
な
」を

開
催
し
ま
す

● 

日
時　

９
月
29
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

● 

場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー（
丸
子
ふ

れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
階
）

● 

内
容　

介
護
者
同
士
の
交
流
会
、
個
別

相
談（
希
望
者
）

● 

対
象　

介
護
し
て
い
る
方
、
介
護
を
学

び
た
い
方

● 

申
し
込
み　

９
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９

第
１
回　

健け
ん

幸こ
う

都
市
講
演
会

　

健
康
と
健
診
の
関
係
、
健
康
が
個
人
に

も
た
ら
す
価
値
、
健
康
で
幸
福
な
都
市
の

実
現
に
向
け
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

９
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

講
師　

矢や

島じ
ま

鉄て
つ

也や

氏（
元
厚
生
労
働
省

健
康
局
長
）

● 

演
題　
「
上
田
市
民
に
と
っ
て
の
健
康

づ
く
り
」

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

森
の
遊
び
塾
in
巣
栗

● 

日
時　

９
月
23
日（
火
・
祝
）午
前
９
時

30
分
〜

●
場
所　

武
石
巣
栗
渓
谷
緑
の
広
場

● 

内
容　

森
の
探
索
、
縄
文
パ
ン
・
バ

タ
ー
・
釣つ
り

竿ざ
お

作
り
、
釣
り
堀
体
験
な
ど
。

●
対
象　

家
族
参
加
の
み（
要
大
人
同
伴
）

●
定
員　

先
着
10
家
族

● 

参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
３
歳
児
以

下
は
無
料
）

● 
持
ち
物　

森
の
中
で
遊
べ
る
服
装
、靴
、

軍
手
、
帽
子
な
ど
。

● 
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈬
以
降
、
直
接

左
記
へ
。

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
86
・
２
０
０
３

ぶ
ど
う
収
穫
作
業
体
験

参
加
者
募
集（
全
６
回
）

● 

日
時　

①
10
月
１
日
㈬
、
②
10
月
２
日

㈭
、
③
10
月
３
日
㈮
、
④
10
月
６
日
㈪
、

⑤
10
月
７
日
㈫
、
⑥
10
月
８
日
㈬
の
午

前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

陣
場
ぶ
ど
う
畑（
丸
子
地
区
）

●
定
員　

各
回
60
名

●
持
ち
物　

摘
果
バ
サ
ミ（
貸
出
あ
り
）

● 

そ
の
他　

参
加
は
一
人
１
回（
作
業
に

つ
き
、
お
子
様
連
れ
不
可
）

● 

申
し
込
み　

９
月
５
日
㈮
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

 

陣
場
台
地
研
究
委
員
会
事
務
局

　
　
（

産
業
観
光
課
内
）

　
　

TEL
42
・
１
０
３
７

う
つ
く
し
の
湯　

お
楽
し
み
カ
ラ
オ
ケ
大
会

●
日
時　

９
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時

●
場
所　

う
つ
く
し
の
湯

● 

内
容　

プ
ロ
に
よ
る
簡
単
な
歌
唱
指
導

や
抽
選
会

●
対
象　

大
人

●
定
員　

先
着
40
名

● 

参
加
費　

１
人
３
０
０
０
円（
入
館
料
、

昼
食
代
な
ど
）

● 

申
し
込
み　

９
月
10
日
㈬
以
降
、電
話
、

ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

う
つ
く
し
の
湯　

TEL
85
・
３
９
０
０

お 知 ら せ

　第56回長野県消防ポンプ操法大会、ならびに第23
回長野県消防ラッパ吹奏大会が、７月27日㈰に大町
市で開催され、ポンプ操法では、小型ポンプの部で
第10分団が見事優勝の栄冠に輝きました。また、ポ
ンプ車の部は第８分団が第４位、ラッパ吹奏の部で
はラッパ隊が第３位入賞と好成績を収めました。
　この大会は、市町村予選を勝ち抜き、県下13消
防協会の各大会で１位になった地区代表が長野県
No. １を目指し、日頃の訓練成果を競うものです。
　小型ポンプの部では、昨年の丸子第３分団の優勝
に続き、上田市消防団としては２連覇を達成しました。

　上田市消防団事務局（ 消防総務課内）TEL26・0119

上田市消防団県大会で優勝!!
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チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
塾

in
真
田
を
開
催
し
ま
す

●
期
日　

９
月
28
日
㈰

● 
時
間　

午
前
の
部
／
午
前 

10
時
〜
正

午（
受
付
８
時
20
分
〜
８
時
45
分
）、
午

後
の
部
／
午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
０

時
40
分
〜
１
時
）

● 

受
付
場
所　

真
田
中
央
公
民
館
、
実
習

は
各
会
場

● 

定
員　

①
各
部
60
名
、
②
〜
⑥
各
部
50

名
●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

● 

申
し
込
み　

９
月
７
日
㈰
午
後
２
時
以

降
、
24
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
、
ま
た
は

直
接
左
記
へ
。

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

う
え
だ
多
文
化
交
流

野
外
フ
ェ
ス
タ

● 

日
時　

９
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

● 

場
所　

菅
平
高
原
サ
ニ
ア
パ
ー
ク（
市

内
各
地
か
ら
バ
ス
で
送
迎
）

● 

内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
交
流
昼

食
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

● 

対
象
／
定
員　

市
内
在
住
の
外
国
人
／

約
２
０
０
名
、
多
文
化
共
生
に
関
心
の

あ
る
日
本
人
／
約
50
名（
い
ず
れ
も
小

学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴
、
応
募
多

数
時
は
先
着
順
）

● 

参
加
費　

５
０
０
円（
小
学
生
以
下
無

料
）

● 
申
し
込
み　

９
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮
に
、

電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会

　
　

TEL
25
・
２
６
３
１

　
　
（

市
民
課
）

小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

●
期
日　

10
月
18
日
㈯

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

● 

部
門　

①
１
・
２
年
生
の
部
、
②
３
・
４

年
生
の
部
、
③
４
〜
６
年
生
ビ
ジ
タ
ー

チ
ー
ム
の
部
、
④
４
〜
６
年
生
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
の
部

● 

競
技
規
則　

各
部
門
８
人
制
。
控
え
選

手
は
①
の
み
10
人
ま
で
、
②
〜
④
は
８

人
ま
で
。
①
部
門
に
限
り
当
日
希
望
者

を
受
付
、
１
チ
ー
ム
結
成
す
る
。

● 

募
集
数　

合
計
30
チ
ー
ム（
超
え
た
場

合
は
市
内
在
学
の
チ
ー
ム
を
優
先
）

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

● 

申
し
込
み　

神
川
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ

ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
所
定
の
申
込
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
９
月
29
日

㈪
ま
で
に
メ
ー
ル
、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
／
FAX
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

講
座
・
教
室

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

● 

日
時　

９
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

20
名
程
度

● 

講
師　

横よ
こ

沢さ
わ

宏ひ
ろ

和か
ず

氏（
社
会
保
険
労
務
士
）

● 

申
し
込
み　

９
月
17
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
６
０
２
４
）

で
左
記
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

● 
日
時　

９
月
29
日
㈪
、
10
月
６
日
㈪
・

14
日
㈫
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
、
11
月
４

日
㈫
の
午
前
10
時
〜
正
午

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　

子
育
て
中
の
親
応
援
プ
ロ
グ
ラ

催
し
／
講
座
・
教
室

種　目 講　　師 対　象

①バスケット
　ボール

原
はら
田
だ
裕
ゆ
花
か
氏

（アトランタオリンピック日本代表）
小学3～ 6年生／
中学生

②サッカー 佐
さ
藤
とう
大
だい
氏

（元柏レイソル選手） 小学生／小中学生

③卓　球 鄭
てい
慧
けい
萍
ひょう
氏

（全日本選手権女子ダブルス優勝）
小学生／
中学生以上

④ソフト
　テニス

朴
ぱく
相
さん
俊
じゅん
氏

（元韓国ナショナルチーム所属）
小中学生／中学生

⑤柔　道 徳
とく
久
ひさ
瞳
ひとみ
氏（全日本選手権優勝）

小学生／中学生
⑥水　泳 調整中
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹
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ム
。
参
加
者
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
学
び

合
う
参
加
型
講
座
で
す
。

● 

対
象　

０
歳
〜
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

●
定
員　

先
着
10
名（
託
児
あ
り
）

● 
申
し
込
み　

９
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮

　

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
26
・
３
０
９
６

第
３
回
子
ど
も
の
心
と

体
を
育
む
教
室

● 

日
時　

10
月
２
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時

（
受
付
９
時
45
分
〜
）

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　

子
ど
も
の
発
達
を
豊
か
に
す
る

関
わ
り
と
遊
び
の
お
話
と
、
親
子
ふ
れ

あ
い
遊
び
の
実
践

●
講
師　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士

●
対
象　

７
〜
10
か
月
児
と
保
護
者

●
定
員　

先
着
20
組

● 

申
し
込
み　

９
月
８
日
㈪
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

げ
ん
き
に
楽
し
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
上
田
地
区
）

● 

日
時　

９
月
30
日
〜
11
月
18
日
の
毎
週

火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
全

７
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
周
辺

● 

対
象　

20
歳
〜
お
お
む
ね
70
歳
以
下
の

市
民

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費　

１
１
０
０
円

● 

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
水
分
補
給

用
飲
料
、
室
外
で
歩
け
る
準
備

● 

申
し
込
み　

９
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

ご
く
ら
く
元
気
度
ア
ッ
プ
！

転
ば
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り

● 

日
時　

９
月
26
日
、
10
月
３
日
・
17
日
・

31
日
の
金
曜
日
、
午
前
10
時
15
分
〜
11

時
45
分（
受
付
10
時
〜
）

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

● 
内
容　

簡
単
な
足
腰
の
元
気
度
と
バ
ラ

ン
ス
能
力
の
測
定
、
運
動
の
実
践

●
対
象　

40
〜
70
歳
代

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

● 

参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
受
講
料
、

入
浴
料
）

● 

持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、タ
オ
ル
、

運
動
の
で
き
る
服
装

● 

申
し
込
み　

９
月
16
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
全
20
回
）

● 

日
時　

10
月
16
日
〜
平
成
27
年
３
月
26

日
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

60
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

●
定
員　

先
着
15
名

● 

参
加
費　

６
０
０
０
円（
希
望
者
の
み

別
途
資
料
代
）

● 

持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
Ｏ
Ｓ
は

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
・
２
０
０
６
年

発
売
以
降
の
も
の
）

● 

申
し
込
み　

９
月
16
日
㈫
〜
24
日
㈬

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
地
域
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

TEL
23
・
２
３
８
７

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

農
業
機
械﹇
大
特
・
け
ん
引

（
農
耕
車
）﹈の
技
能
研
修

◇
大
型
特
殊（
農
耕
車
）　

●
期
日　

10
月
14
日
㈫
〜
16
日
㈭

●
定
員　

25
名

● 

申
し
込
み　

９
月
10
日
㈬
午
前
9
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

◇
け
ん
引（
農
耕
車
）　

●
期
日　

11
月
11
日
㈫
〜
13
日
㈭

●
定
員　

20
名

● 

申
し
込
み　

10
月
８
日
㈬
午
前
9
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

◇
共
通
事
項　

●
場
所　

長
野
県
農
業
大
学
校
研
修
部

● 
参
加
費　

研
修
受
講
料
／
各
９
０
０
０

円
、
免
許
技
能
試
験
受
験
手
数
料
／
各

３
０
５
０
円　

※
免
許
技
能
試
験
は
各

回
研
修
最
終
日
の
翌
日
に
実
施

　

長
野
県
農
業
大
学
校
研
修
部

　
　

TEL
０
２
６
７
・
22
・
０
２
１
４

　
　
（

農
政
課
）

講
座
・
教
室
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信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
92
回
市
民
公
開
講
座

● 

日
時　

９
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

● 
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

● 

演
題　
「
古
く
て
新
し
い
感
染
症
に
つ

い
て
」

● 

受
講
料　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

マ
マ
の
身
体
と
心
を

元
気
に
す
る
講
座

● 

期
日　

９
月
22
日
〜
12
月
15
日
の
毎
週

月
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

塩
田
公
民
館

● 

内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ
ガ
、
バ
レ

エ
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
な
ど
。
今
回
は

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
、
お
菓
子
作
り
、
美
ボ

デ
ィ
講
座
も
あ
り
。
託
児
付
き
。

●
対
象　

未
就
園
児
の
母
親

● 

受
講
料　

１
回
５
０
０
円（
お
菓
子
作

り
講
座
は
１
０
０
０
円
）

● 

持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、タ
オ
ル
、

室
内
履
き
、
着
替
え（
必
要
な
方
）

● 

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ（
お
菓

子
作
り
講
座
は
要
予
約
）。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

初
心
者
講
習
会

● 

日
時　

９
月
27
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

（
受
付
８
時
〜
、
雨
天
決
行
）

●
場
所　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
内
容　

座
学
、
講
習

●
定
員　

先
着
50
名

● 

受
講
料　

１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

昼
食
・
お
茶
代
、
保
険
料
含
む
。
別
途

入
場
料
５
０
０
円
。
当
日
徴
収
）用
具

は
無
料
で
貸
し
出
し
。

● 

申
し
込
み　

９
月
23
日（
火
・
祝
）ま
で

に
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
39
・
４
４
５
５
）、

　

ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
39
・
４
４
５
５

募　

集

審
議
会
等
附
属
機
関
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

◇
上
田
市
景
観
審
議
会　

● 

審
議
の
内
容　

市
の
景
観
に
関
し
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
し
ま

す
。

◇
上
田
市
都
市
計
画
審
議
会　

● 

審
議
の
内
容　

市
の
都
市
計
画
な
ど
に

関
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審

議
し
ま
す
。

◇
共
通
事
項　

● 

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
他
の
審
議
会
へ
参
画

さ
れ
て
い
る
方
は
応
募
不
可
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
報
酬　

市
の
条
例
に
よ
り
支
給

● 

申
し
込
み　

９
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
書（
担
当
課
窓
口
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
郵
送
、
ま

た
は
直
接
左
記
へ
。
後
日
、
面
接
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

第
25
回
と
も
し
び
の
里

駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

● 

日
時　

10
月
26
日
㈰
午
前
10
時
30
分
ス

タ
ー
ト（
小
雨
決
行
）

● 

コ
ー
ス　

武
石
と
も
し
び
博
物
館
前
ス

タ
ー
ト（
全
７
区
間
25
・
１
㎞
）

●
参
加
資
格　

小
学
４
年
生
以
上

●
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
12
名
以
内

● 

参
加
費　

１
チ
ー
ム
７
０
０
０
円（
た

だ
し
、
第
１
次
募
集
に
申
し
込
む
チ
ー

ム
に
限
り
１
０
０
０
円
割
引
）

● 

応
募
締
切　

第
１
次
募
集
／
９
月
12
日

㈮
、
第
２
次
募
集
／
９
月
26
日
㈮
。
い

ず
れ
も
午
後
５
時
必
着
。

● 

申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、
丸
子

総
合
体
育
館
、
お
よ
び
各
公
民
館
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

左
記
へ
。
市
外
の
方
に
は
申
込
書
の
郵

送
も
可
能
。

　

 

と
も
し
び
の
里
駅
伝
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
武
石
公
民
館
内
）

　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

講
座
・
教
室
／
募
集



I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹
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青
少
年
善
行
表
彰
者
を

募
集
し
ま
す

● 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
お

お
む
ね
18
歳
以
下
の
個
人
、
お
よ
び
18

歳
以
下
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

● 

表
彰
基
準　

①
勇
気
、
親
切
を
示
し
、

周
囲
を
明
る
く
す
る
行
い
を
し
た
方
、

②
道
徳
心
、
公
共
心
を
高
め
る
行
い
を

し
た
方
、
③
自
立
心
に
富
ん
だ
行
い
を

し
た
方
、
④
誠
実
、
責
任
、
努
力
が
認

め
ら
れ
る
行
い
を
し
た
方
、⑤
そ
の
他
、

人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
奉
仕
す
る
な

ど
善
い
行
い
を
し
た
方

● 

推
薦
方
法　

９
月
30
日
㈫
ま
で
に
、
生

涯
学
習
課
、
ま
た
は
各
公
民
館
に
備
え

付
け
の
推
薦
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
左
記
へ
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

う
え
だ
環
境
フ
ェ
ア

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

● 

日
時　

10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

上
田
創
造
館
中
庭

●
募
集
区
画
数　

35
区
画（
先
着
順
）

● 

申
し
込
み　

９
月
18
日
㈭
〜
30
日
㈫

に
、
直
接
左
記
へ（
電
話
受
付
不
可
）。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
を

募
集
し
ま
す

● 

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市

内
の
事
業
者（
事
業
活
動
を
行
う
個
人
・

法
人
、
非
営
利
団
体
お
よ
び
自
治
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
な
ど
）。
①
女
性

の
能
力
活
用
や
職
域
拡
大
の
た
め
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
、
②
家

庭
生
活
と
仕
事
、
そ
の
他
の
活
動
と
の

両
立
支
援
に
独
自
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
者
、
③
そ
の
他
、男
女
が
共
同
し

て
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
事
業
者

● 
応
募
方
法　

12
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
へ
。
応
募
用
紙
は
、
左
記
へ

請
求
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

募
集

募 集

平成27年４月１日採用予定　上田市職員を募集します

●申し込み　９月25日㈭必着で、必要書類を郵送、または下記へ直接持参。
●必要書類　受験申込書、履歴書、82円切手を貼付した長型３号封筒（受験者の住所・

宛名を記入）、最終学校（卒業見込み含む）の学業成績証明書、保健師区
分の受験者は免許証の写し、または修了（卒業）見込証明書

●第一次試験　10月19日㈰午前８時30分～（受付８時～）
●その他　受験申込書、履歴書は市ホームページからダウンロードしたもの、または

市が交付するものを使用。

　  人材開発課　TEL23・5332

試験程度 試験区分 採用予定
人　　員 受　験　資　格 試験科目

大学卒業
程　　度

土木技術

若干名

昭和54年４月２日以降に
生まれた方 教　養

専　門
小論文

職場適応性検査
性格検査

保 健 師

昭和54年４月２日以降に
生まれた方で、保健師の
資格を有する方（平成27
年３月31日までに資格取
得見込みの方を含む）
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターお宝発見！
市内の県指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の
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観
光
ガ
イ
ド
講
習

受
講
者
募
集

● 

日
時　

10
月
20
日
㈪
〜
11
月
14
日
㈮
の

う
ち
10
日
間

● 
内
容　

上
田
城
跡
公
園
、
塩
田
平
、
別

所
温
泉
、
真
田
地
域
な
ど

● 

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を

さ
れ
て
い
る
55
歳
以
上
の
方
で
、
全
日

程
を
受
講
で
き
る
方
、
上
田
市
の
観
光

に
興
味
の
あ
る
方

● 

定
員　

15
名（
応
募
多
数
時
は
選
定
）

● 

申
し
込
み　

10
月
８
日
㈬
ま
で
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
、
ま
た
は
左
記
へ
。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

募
集

　

塩
田
前
山
の
重
要
文
化
財
中
禅
寺
薬
師
堂
の
前
に
あ
る

簡
素
な
仁
王
門
に
、
平
安
時
代
末
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
金
剛

力
士
像（
仁
王
像
）が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

向
か
っ
て
右
が
金こ
ん

剛ご
う

杵し
ょ

と
い
う
法ほ
う

具ぐ

を
持
っ
て
口
を
開

い
た
阿あ

形ぎ
ょ
う（
写
真
上
）、
向
か
っ
て
左
が
口
を
結
ん
だ
吽う
ん

形ぎ
ょ
う

（
写
真
下
）で
す
。
主
に
カ
ツ
ラ
材
を
用
い
た
寄よ
せ

木ぎ

造づ
く
り

で
す

が
、
そ
の
構
造
は
、
後
に
な
っ
て
補
わ
れ
た
厚
手
の
彩
色

の
た
め
に
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

二
体
と
も
両
目
を
大
き
く
見
開
き
、
忿ふ
ん

怒ぬ

の
表
情
を
し

て
い
ま
す
が
、
比
較
的
穏
や
か
な
怒
り
の
表
現
で
す
。
ま

た
、
よ
く
旅
行
や
写
真
な
ど
で
目
に
す
る
鎌
倉
時
代
の
代

表
的
な
東
大
寺
の
金
剛
力

士
像
は
腰
帯
の
表
現
が
折

り
返
さ
れ
た
裳も

で
隠
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
中
禅
寺
の
金

剛
力
士
像
は
腰
回
り
に
太

い
縄
状
の
布
を
付
け
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
顔
や
腰
帯
の

表
現
は
、
平
安
時
代
の
作

例
の
中
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
す
。
一
方
、
体
の
動
き
は
自

然
で
、
衣
装
の
ひ
だ
や
し
わ
の
表
し
方
が
や
や
写
実
的
に

な
っ
て
い
て
、
新
し
い
表
現
も
み
ら
れ
る
点
か
ら
、
平
安

時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

中
禅
寺
の
金
剛
力
士
像
は
、
本
堂
の
薬
師
如
来
像
と
と

も
に
、
塩
田
庄
を
介
し
て
中
央
政
権
と
接
点
を
持
ち
、
文

化
的
発
展
期
を
迎
え
て
い
た
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、

京
都
や
そ
の
周
辺
に
残
る
同
時
代
の
作
例
と
比
較
し
て
も

遜そ
ん

色し
ょ
く

の
な
い
ほ
ど
良
い
出で

来き

栄ば

え
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

信
州
で
い
ち
ば
ん
古
い
仁
王
様

「
木も

く

造ぞ
う

金こ
ん

剛ご
う

力り
き

士し

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」（
県
宝
）

阿　形

吽　形



わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。
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武石の自然保全会議

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
生
命
の
大
切
さ
や

自
然
保
護
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

宮み
や

原は
ら

文ふ
み

男お

さ
ん
、
松ま
つ

原ば
ら

邦く
に

彦ひ
こ

さ
ん

　

武
石
小
学
校
水
田
の
隣
に
は
、
か
つ
て
清
水
が
湧
き
、
現
在

も
イ
モ
リ
や
タ
ニ
シ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
湿
地
が
あ
り
ま
す

が
、
近
年
は
背
丈
ほ
ど
に
雑
草
が
伸
び
、
清
水
も
枯
れ
る
な
ど

景
観
が
悪
く
荒
廃
し
て
い
ま
し
た
。「
武
石
の
自
然
保
全
会
議
」

は
、
武
石
地
区
に
生
息
す
る
希
少
な
水
生
生
物
の
保
護
と
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
ら
の
観
察
を
通
し
て
生
命
の
大
切
さ

や
自
然
保
護
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

24
年
に
結
成
し
、現
在
は
主
に
８
名
の
会
員
が
ビ
オ
ト
ー
プ（
生

物
生
息
空
間
）の
整
備
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
用
水
路
や
観
察
用
通
路
の
整
備
、
草
刈
や
葦
な
ど

の
焼
却
作
業
か
ら
取
り
掛
か
か
り
ま
し
た
。
ビ
オ
ト
ー
プ
一
帯

を「
水
」の
字
の
起
源
と
な
っ
た
形
を
参
考
に
デ
ザ
イ
ン
し（
左

上
図
参
照
）、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
テ
ー
マ
に
は
武
石
児
童
館「
ふ
れ

ん
ず
」に
通
う
小
学
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
、「
武
石
っ
子 
生
き

物
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」と
し
、
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
ビ
オ
ト
ー

プ
の
趣
旨
・
注

意
書
き
を
掲
示

し
た
看
板
の
設

置
や
、
遊
歩
道

か
ら
観
察
用
通

路
に
通
じ
る
丸

太
橋
の
架
設
、

カ
ワ
セ
ミ
や
ド

ジ
ョ
ウ
な
ど
の

多
様
な
生
物
が

生
息
で
き
る
よ

う
な
水
辺
・
水

環
境
の
整
備
や
周
辺
に
花
畑
の
造
成
を
行
う
ほ
か
、
観
察
用
通

路
入
口
に
設
置
し
た
ア
ー
チ
状
の
ゲ
ー
ト
に
、
子
ど
も
た
ち
が

制
作
す
る
版
画
を
は
め
込
む
予
定
で
す
。

　

会
長
の
宮
原
文
男
さ
ん（
右
下
写
真
右
）は「
自
然
の
中
で
遊

ぶ
機
会
が
減
っ
て
い
る
な
か
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
身
近

な
自
然
の
中
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」、
事

務
局
長
の
松
原
邦
彦
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
取
組

む
こ
と
で
、今
後
も
自
然
環
境
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

〈事業の紹介〉
武石の自然保全会議は、平成
26年４月にわがまち魅力アッ
プ応援事業の採択を受け、武石
地域の水生動植物を保全するた
め「カワセミが舞い、カジカが
歌う里づくり、武石ビオトープ
事業」に取り組んでいます。今
後は、ビオトープの完成に向け
整備を行う予定です。



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

丸子公民館　 TEL42・3147
FAX42・0303

「美の巨匠偉大なる功績」（全３回）
　10月２日「サントミューゼ」が開館し、一流の音楽・舞台・
美術作品などを身近で鑑賞でき、日々の生活に潤いが生ま
れます。今回は西洋絵画を学び、実際に鑑賞します。
日　時 　①10月10日 ㈮13：30～15：00、 ②10月24日 ㈮

13：30～15：00、③11月７日㈮13：00～16：00
場　所 　①②丸子公民館
 ③市立美術館（サントミューゼ）
内　容 　① 講演「西洋絵画の歴史～古代ギリシャから20

世紀美術まで～」
 ② 講演「西洋絵画の鑑賞法～古典・写実主義と印

象・表現主義について～」
 ③視察研修「市立美術館」
講　師 　宗

むね

田
た

光
こう

一
いち

氏（画家、美術家）
対　象 　市内在住・在勤の方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
参加費 　300円（初回徴収、入館料は別途当日徴収）
申し込み 　９月８日㈪以降、氏名、住所、電話番号（丸子

有線）を、電話、丸子有線（24722）、またはFAXで。

真田図書館　　　　　　　　　TEL72・8080

コンサート「ハワイの風吹く歌」
　秋の夜のひととき、ハワイ在住の新鋭シンガーソングラ
イターの歌を楽しみませんか。
日　時 　10月４日㈯18：30開演（開場18：00）
演奏者 　森

もり

繁
しげ

昇
のぼる

氏（シンガーソングライター）
定　員 　先着70名
申し込み 　９月20日㈯～30日㈫に、電話で。

おはなし広場
　図書館サポーター「ミミールの会」の皆さんによる、「さ
なだの民話」からの読み聞かせをお楽しみください。
日　時 　９月20日㈯10：30～11：00

丸子図書館　　　　　　　　　TEL42・2414

おはなし会
　「塩川おはなしの会」の皆さんによる、絵本の読み聞かせ
を予定しています。
日　時 　９月20日㈯10：30～

信州国際音楽村　　　　　　 TEL42・3426

上田－ウィーンアカデミー2014　
ひびき野外ピクニックコンサート
　９月11日～15日に開催するア
カデミーでのコンサートです。第
一線で活躍している一流の演奏者
も参加し、音楽の都ウィーンの香
りを伝えます。
日　時 　９月15日（月・祝）
 17：00～18：30
指　揮 　カール・ヤイトラ氏
 （元ウィーンフィル

ハーモニーバストロンボーン奏者）
出　演 　上田ーウィーン管楽アンサンブル
 上田ウィーンアカデミー受講者
料　金 　500円（中学生以下無料、当日受付可）
詳　細 　電話で問い合わせ。

kodama金曜サロン
　ホールこだま毎月恒例のコン
サートです。９月は瀧川鯉昇師匠
らによる寄

よ

席
せ

です。
日　時 　９月19日㈮
 18：00～20：30
 （ゆうぐれCAFE18：00～、
 開演19：00）
出　演 　瀧

たき

川
がわ

鯉
り

昇
しょう

氏
 瀧川鯉

こい

ん氏
 三

み

増
ます

れ紋
もん

氏（曲独楽）
料　金 　1,500円（ドリンク付）
チケット 　信州国際音楽村、平安堂（上田店・上田しおだ野

店）で販売

瀧川鯉昇
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施設イベント
※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

マルチメディア情報センター TEL39・1000

URL　http：//www.umic.jp/

Word初心者講座２日間コース［Word2013使用］
日　時 　10月４日㈯・５日㈰13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　９月13日㈯～10月３日㈮に、電話で。

ステップアップPhotoshop講座
　Photoshopを活用するための効率的な写真の合成や色調
補正、Web用素材の作り方、出力や他のDTPソフトとの連
携などについて学びます。
日　時 　10月16日・23日・30日、11月６日の木曜日
 13：30～16：00
対　象 　Photoshopの基本操作がわかる方
定　員 　20名（最少催行人数５名）
受講料 　4,000円（別途テキスト代2,462円）
申し込み 　９月26日㈮～10月13日（月・祝）に、電話で。

Photoshop＆Illustrator塾
　Photoshop、Illustratorのテキストにご自分のペースで
取り組み、必要に応じて講師がアドバイスする講座です。
基本的なツールの使い方からロゴデザインやチラシ作成ま
で対応。いつからでも、都合の良い日だけでもOKです。
日　時 　隔週木曜日（10月は２日・16日・30日）
 9：30～12：00
対　象 　パソコン経験者
定　員 　毎回20名
受講料 　１回1,000円（テキスト代各2,570円）
 自身のテキストの持ち込みも可。
申し込み 　随時募集。講座直前の火曜日までに、電話で。

塩田公民館　　　　　　　　　TEL38・6883

農ある里山くらしのすすめシンポジウム
　木質バイオマス発電で全住民の生活電力を供給する岡山
県真

ま

庭
にわ

市
し

などの全国的な状況や、信州の事例などをふまえ、
上田での里山資源の活用を考えます。
日　時 　９月21日㈰13：30～16：00
テーマ 　信州から考える里山資本主義
対　象 　どなたでも

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

Edoワールドへようこそ！城下町上田見聞録
　江戸時代の城下町上田のありさまを絵図や道中記によっ
て明らかにしていきます。今回は祇園祭などを中心に読み
解きます。
日　時 　10月８日㈬13：30～15：00
演　題 　城下町上田をゆく　人々の楽しみ　巻の二
講　師 　尾

お

崎
ざき

行
ゆき

也
や

氏（上田社会教育大学講師）
定　員 　先着36名
申し込み 　９月11日㈭以降、電話で。

地域史料から学ぶ上田地方の近世・近代史
　図書館や博物館などが所蔵している貴重な地域史料を読
み解きます。
日　時 　10月４日㈯13：30～15：30
内　容 　テーマ【史料で歩く信州】
 千曲川・犀川・天竜川通船と鉄道敷設の頃の旅
 ～浅井洌「犀川を下る記」、ウェストン・黒光の

保福寺峠を越えるを読む～
講　師 　宮

みや

下
した

明
あき

彦
ひこ

氏（長野県図書館協会事務局長）
受講料 　500円
定　員 　先着各30名
申し込み 　９月８日㈪以降、電話で。

ビジネスコース仕事の基本セミナー
　「能力を引き出すスキル」を磨く、参加体験型研修です。
企業の社員教育としてもご活用ください。
日　時 　10月10日㈮18：30～20：00 
内　容 　新しい事業への展開の進め方
 「自社の強み、弱み、機会、脅威は何か」
 ～ SWOT分析から戦略を考える方法～
対　象 　起業を目指す方、転職・就活したい方、自己啓

発したい方、社員を教育したい方
定　員 　先着12名
受講料 　500円（資料代）
申し込み 　９月10日㈬以降、電話で。

地域の文化を支えた人々パート６　高野豊文
　地域で活躍した人物を紹介する講座です。最終回の今回
は、千曲市から上田市に移り住み、昭和後期まで上田地域
の地理学研究に尽力した高野豊文について講演を行いま
す。地元を知り、もっと上田を好きになりませんか！
日　時 　10月11日㈯13：30～15：00
講　師 　佐

さ

々
さ

木
き

清
きよ

司
し

氏（前長野県地理学会副会長）
定　員 　先着30名
受講料 　100円
申し込み 　９月11日㈭以降、電話で。
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　伝統の上田祇園祭が開催され、80基を超える宮
みや

みこしや樽
たる

みこしが中央

商店街を練り歩きました。祭りには市内36自治会から約5,000人が参加し、

勇壮な大人みこしや趣向を凝
こ

らした子どもみこしを、「わっしょい、わっしょ

い」、「そいや、そいや」と威勢よく担ぎ、上田の街をにぎやかに盛り上げま

した。

みこしの灯りが街を彩る
伝統行事「上田祇園祭」

　平成17年に始まったほたる火まつりも今年で10回目となり、すっかり夏

の風物詩として定着しました。

　直前まで降っていた雨もあがり澄んだ空気の中、棚田の畔
あぜ

に沿って設置さ

れたろうそくは、日暮れとともに、柔らかな光で棚田の輪郭を浮かび上がら

せ、辺りを幻想的な雰囲気に包みこんでいました。

日本の棚田百選「稲倉棚田」
ほたる火まつり

７月19日㈯

　依田川・内村川で「信州爆水RUN in 依田川」が晴れ渡る青空の下、開催さ

れました。

　当日は1,300人を超える出場者が、「鉄人コース」、「ずくだしてGOコース」、

「ファミリー・グループコース」の３コースに分かれて、タイムを競い合った

り、水辺を散策したりしながら真夏の一日を楽しんでいました。

川の魅力、再発見！
第19回信州爆水RUN in 依田川

８月３日㈰

第27回信州上田大花火大会
　８月５日㈫、千曲川河川敷で第27回信州上田大花火大会が開催され、千曲川河川敷、およ
び両岸の堤防を埋め尽くす約10万人の観客でにぎわいました。
　午後７時、スタートの合図とともに花火大会がスタート。今年は、NHK大河ドラマ「真田丸」
の放送決定を受け、「真田の赤備え」をテーマにした花火など、20プログラム、約１万発の花
火が打ち上げられ、真夏の夜空に大輪の花を咲かせていました。

　真田運動公園グラウンドをメイン会場に、真田まつりが開催され、ダンス

や和太鼓の演奏、真田幸隆や幸村の合戦劇など約9,000人の来場者でにぎわ

いました。13基の子どもみこしにより行われた真田三代みこしでは、みこ

しや担ぎ手の様子を５人の審査員が審査し、各連の代表児童は、みこしがス

テージ前に差し掛かると元気にPRしていました。

熱い夏　まつりで盛り上がろう
第30回真田まつり

８月２日㈯

７月19日㈯

表紙説明
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　８月２日に東京都で開催された中日青少年書画交流大会
に合わせ、上田市の友好交流都市である中国寧波市から高
校生ら18名が訪れました。
　学生たちは、交流会や菅平高原でのラグビー観戦など、
貴重な体験ができたものと思います。寧波市と上田市の交
流は来年で20年になりますが、次世代を担う若者の交流に
より、今後さらに友好が深まることを期待しています。

　昭和37年度に建築され50年以上が経過し老朽化が進ん
でいた東塩田小学校屋内運動場を改築することとなり、関
係者による安全祈願祭・起工式が執り行われました。
　新しい屋内運動場は、地域住民の皆さんからの意見も多
く取り入れ、クラブハウスを併設し、地域の催しや社会体
育などの拠点としても活用されます。また、子どもたちに
は、新しくなる屋内運動場で、健

すこ

やかな成長を期待してい
ます。

　美術教育・文化振興に多大な貢献をした石井鶴三の作品・
資料の寄託の申し出を、小県上田教育会からいただきまし
た。
　794点の作品・資料は、市立美術館で常設展示を行いま
す（一部作品は、引き続き石井鶴三資料室で展示していま
す）。
　今後、子どもたちには、触れたり、模写したりと、存分
に活用させていた
だきます。我々
も、松本市との連
携も視野に入れる
中で、石井鶴三の
「育成」の精神を子
どもたちに受け継
いでまいります。

７月16日㈬ ７月23日㈬

安全・安心な教育環境を整備
東塩田小学校屋内運動場起工式

小県上田教育会所有
石井鶴三作品・資料の寄託申し出を
受けました

８月１日㈮ ８月１日㈮

　上田市の友好都市である、アメリカ合衆国コロラド州ブ
ルームフィールド市郡から、学生ら９名が訪れました。
　市では、１年ごとに派遣と受け入れを行っており、今回
は６回目の受け入れとなりました。10日間市内でホーム
ステイしながら、上田西高生との交流や丸子ドドンコ、大
花火大会の参加など、上田の自然や文化、人との触れ合い
を体感されました。若い学生らが素晴らしい出会いと経験
を積めることは喜びであり、上田の夏を存分に満喫してい
ただき、交流の輪
が広がること願っ
ております。

ブルームフィールド市郡訪問団
10日間、市内で
ホームステイや自然・文化を満喫

寧
ニン

波
ポー

市高校生らが市を訪問・
未来に向けての友好を期待

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

動画は
こちらから

動画は
こちらから

東塩田小学校屋内運動場完成イメージ
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四ツ葉ス
ケッチチ

　８月６日から８日に、海野町商店街で第56
回上田七夕まつりが開催されました。
　27点の飾りが展示されたまつりには、今回
初めて、上田染谷丘、上田東高等学校両校の美
術班が参加し、まつりを盛り上げました。
　６日に行われた飾り付けコンテストでは、
15組の受賞者が発表され、最高賞「上田市長賞」
には、昨年に引き続き「シライ・ノブコ美容室」
が選ばれました。
　海野町商店街の店舗から「七夕まつりに出て
みないか？」との声かけに応じる形で、今年初
参加となった上田染谷丘、上田東高等学校美術
班は、それぞれ初参加ながら、「信越放送賞」、「上
田市商店会連合会長賞」を受賞しました。
　信越放送賞を受賞した上田染谷丘高等学校美
術班班長の宮

みや

尾
お

智
とも

博
ひろ

さん（２年）は、「７月から
制作に取りかかり、初めてで重さや安全面など
の気配りをしなければいけないことに苦労した
が、街の方のアドバイスをいただきながら制作
できた」と、感想を話していました。

地
元
高
校
生
の
飾
り
を
初
め
て
展
示

第
56
回
上
田
七
夕
ま
つ
り

　

７
月
31
日
、
長
野
市
内

で
第
75
回
長
野
県
河
川
協

会
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
当
市
か
ら
は
丸
子
地

域
で
日
頃
か
ら
河
川
愛
護

な
ど
に
精
力
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る「
石
井

河
川
愛
護
会
」、「
西
組
河

川
愛
護
会
」、「
下し
も

和わ

子ご

素す

浪ろ
う

人に
ん

の
会
」の
３
団
体
が
、

長
野
県
河
川
協
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
石
井
河
川
愛
護
会
」は

昭
和
53
年
に
設
立
し
、
千
曲
川
河
川
敷
の
草
刈
り
や

ご
み
拾
い
な
ど
、
年
８
回
延
べ
１
９
５
人
、「
西
組

河
川
愛
護
会
」は
昭
和
54
年
に
設
立
し
、
依
田
川
堤

防
の
草
刈
り
や
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
な
ど
、
年
５
回
延

べ
５
３
５
人
、「
下
和
子
素
浪
人
の
会
」は
平
成
23
年

に
設
立
し
、
内
村
川
の
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
や
堤
防
の

草
刈
り
な
ど
、
年
15
回
延
べ
76
人
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
河
川
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

石
井
河
川
愛
護
会
代
表
櫻さ
く
ら

井い

照て
る

夫お

さ
ん
は「
石
井

自
治
会
の
地
域
内
に
、河
川
の
遊
歩
道
が
あ
る
の
で
、

地
域
活
動
と
し

て
行
っ
て
い
ま

す
。
受
賞
自
体

に
驚
き
ま
し
た

が
、
大
変
光
栄

で
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

住
民
パ
ワ
ー
に

よ
り
、
地
域
の

宝
が
次
代
へ
受

け
継
が
れ
ま

す
。

地域の河川を守ります
第75回長野県河川協会通常総会
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　

長
野
県
が
制
定
す
る「
信
州 

山
の
日
」を
記
念
し
て
、
７
月

27
日
に
日
本
百
名
山
の
四あ
ず
ま
や
さ
ん

阿
山

と
花
の
百
名
山
の
根ね

子こ

岳だ
け

登
山

が
行
わ
れ
、
根
子
岳
コ
ー
ス
に

44
人
、四
阿
山
コ
ー
ス
に
９
人
、

根
子
岳
・
四
阿
山
縦
走
コ
ー
ス

に
17
人
が
参
加
し
、
夏
山
登
山

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
30
分
に
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
た
参
加
者

は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
バ
ス
に

乗
り
菅
平
牧
場
登
山
口
へ
。
登

山
口
か
ら
ガ
イ
ド
２
名
が
付
き
添
い
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

登
り
始
め
は
天
気
も
良
く
、
爽さ
わ

や
か
な
風
が
吹
き
、
眼
下
に

広
が
る
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、
ガ
イ
ド
か
ら
高
山
植
物
や
生
息

し
て
い
る
動
物
な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
根
子

岳
頂
上
に
は
２
時
間
ほ
ど
で
到
着
。頂
上
付
近
は
雲
が
広
が
り
、

景
色
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
記
念
撮
影
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
塚つ
か

田だ

直な
お

樹き

さ
ん
、
万ま

代よ

子こ

さ
ん
ご
夫
婦
は「
ま
た

来
た
い
」と
、
癸け

生ぶ

川か
わ

恵え

美み

さ
ん

と
友
人
の
藤ふ
じ

本も
と

和か
ず

美み

さ
ん
は「
来
年

は
違
う
コ
ー
ス
に

参
加
し
た
い
。
ぜ

ひ
開
催
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

「信州 山の日」制定記念　四阿山・根子岳登山

夏山を楽しみ、山の恵みに感謝して

　８月１日、ふれんず武
石児童館夏祭りが開催
され、小学生を中心に大
勢の子どもたちでにぎ
わいました。お昼近くに
は流しそうめんが行わ
れ、竹製の樋

とい

には、そう
めんの他に地域の方か
らいただいたミニトマ
ト、キュウリ、ジャガイ
モ、竹輪なども流れてき
て、子どもたちは歓声を
あげなら、おいしそうに
食べていました。子ども
たちは、「流しそうめん
は冷たくておいしい」、
「そうめんをとるのが難
しいけど、楽しい」と感
想を話していました。

　流しそうめんが終わると、同じ竹の樋に、シソジュー
スが流れてきました。これは、地元の方からいただいた
シソを使用して、児童館で子どもたちも一緒に作ったも
のです。鮮やかな紫色のジュースを、子どもたちは上手
にストローを使って飲んでいました。
　この日は盛り沢山の内容で、子どもたちはお祭りを満
喫する一方、お祭りのお手伝いもして活躍しました。ま
た、地元の方が持ってきてくれたカブトムシに、子ども
たちは大喜びでした。

ふ
れ
ん
ず
武
石
児
童
館
夏
祭
り

元
気
に
遊
ん
で
、食
べ
て

2727



この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：160,522人 男：78,565人 女：81,957人 世帯数：65,829世帯
　　　（3,304人）　 　（1,509人）　 　（1,795人）

市の人口（平成26年８月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

※ やむを得ない事情などにより、販売方法、販売時間などが変更になる場合があります。チケッ
ト購入時は事前にホームページをご覧いただくか、サントミューゼに問い合わせください。

オープン１か月前、サントミューゼの

チケット情報・募集情報です！

新着情報
発売日 　９月21日㈰　10：00～
料　金 　S席10,000円、A席8,000円、B席6,000円
 （25歳以下半額：サントミューゼ窓口のみ

取扱、要身分証明）
発売場所 　サントミューゼ窓口、ローソンチケット、

チケットぴあ、イープラス
　サントミューゼ　TEL27・2000

新国立劇場バレエ団
「シンデレラ」上田公演
12/27㈯14：00～

　サントミューゼ　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

発売日 　９月27日㈯　 10:00～(一人４枚まで)
料　金 　S席7,300円、A席5,000円
発売場所 　サントミューゼ窓口
　　　　　ローソンチケット（TEL0570・084・636／27日のみの特別受付10：00～23：59）
　　　　　テレビ信州チケットセンター（http://e-shinshu.biz/）
　宝塚公演事務局　TEL026・243・1111

宝塚歌劇星組上田公演
11/20㈭昼の部14：00～ /夜の部18：00～

★プログラム２
　地域が求めている劇場と美術館の役割や可能性について学ぶ、市民講座（オープン講座）第２回目を開催します。
日　時 　９月11日㈭　18：30～20：00　　　 会　場 　サントミューゼ
講　師 　草

くさ

加
か
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也
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氏（㈲空間創造研究所代表取締役）
テーマ 　「地域とホール」　　　　　　　　　 受講料 　無料（申込不要）

うえだアーツスタッフアカデミー市民公開講座

Ⓒ宝塚歌劇団

Ⓒ瀬戸秀美

サントミューゼ駐車場のご案内
　サントミューゼの駐車場は、10月２日のオープンに向けて、
急ピッチで工事を進めています。
　駐車場完成後は案内板を設置しますので、施設内駐車場を利用
ください。
　なお、完成までの間に来館される場合は、アリオ上田向かいに
設置している仮設出入口を利用ください。ご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。 開館後の駐車場出入口
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